
(1) 2011 年 12 月 2 日 ( 金 ) IKOMA   FORUM

☆ 2012 年 1 月 15 日 ( 日 )
　　　　　　　　　　　　1 時～
☆ ISTA はばたき小ホール
☆講演会　　纐纈　　　あやさん
　　　　　　　　　映画「祝の島」監督
☆映画上映
☆交流会　30 年間、原発建設に反対を続ける
　　　　　　　 　　　「祝島」の住民の皆さんと

はなぶさ

　
「
祝
の
島
（
ほ
う
り
の
し
ま
）」
の
上
映
会

を
し
ま
す
。
開
場
は　

12
時
30
分
で
す
。　

　

第
１
部 

は
、
纐
纈
（
は
な
ぶ
さ
）
あ
や

監
督
の
講
演
で
１
時
か
ら
始
め
ま
す
。

　

第
２
部 

の
映
画
上
映
は
午
後
２
時
か
ら

で
す
。
第
３
部
は
交
流
会
で
す
。
私
た
ち
の

企
画
の
段
階
で
上
関
町
祝
島
の
住
民
の
方
が

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
出
会
い
と
交
流
が

生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇　

◇　

◇

　

30
年
間
、
原
発
建
設
に
反
対
を
続
け
る
島

が
あ
り
ま
す
。
人
口
５
０
０
人
、
65
歳
以
上

未来に生きる子どもたちのために、
私たちに今できることを ･･････。

主催　市民オフィス ･ 生駒フォーラム
　     　 「さよなら原発｣ プロジェクト
　             　                                電話　71-7700
後援　奈良県平和フォーラム
                                           電話　0742-64-1010
上映協力券　１０００円

申込受付・問い合わせは市民オフィスへ。
ご家族・お知り合いにもお知らせください。

脱原発を実現し、自然エネルギー中心の社会を
求める全国１０００万人署名にご協力ください。
署名用紙は市民オフィスにあります。

の
高
齢
者
が
７
割
を
占
め
る
島
、
山
口
県
上

関
町
「
祝
島
」
で
す
。

　

夜
な
夜
な
の
お
年
寄
り
が
集
ま
っ
て
の
お

茶
会
。
小
学
校
の
た
っ
た
一
人
の
入
学
式
。

磯
で
の
ヒ
ジ
キ
採
り
や
棚
田
で
の
農
作
業
が

映
像
の
大
半
を
占
め
ま
す
。
自
然
と
共
に
歩

ん
で
き
た
人
間
の
姿
が
浮
き
上
が
っ
て
き
ま

す
。
映
像
は
、
ひ
た
す
ら
島
の
人
々
の
日
常

の
「
暮
ら
し
」
を
静
か
に
追
い
ま
す
。
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
自
然
に
相
容
れ
な
い
も
の
、

「
原
発
」
の
特
異
性
が
際
立
っ
て
く
る
の
で

す
。「
一
〇
〇
〇
年
先
の
未
来
が
今
の
暮
ら

し
の
続
き
に
あ
る
と
思
う
と
き
、

　
私
た
ち
は
何
を
選
ぶ
の
か

　
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
暮
ら
し
。

　

祝
島
に
は
そ
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
「
詰

ま
っ
て
い
る
」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で

す
。（
上
映
時
間
１
０
５
分
）

 　　　　　　　　　東京一極集中ではなく、関西が力を合わせ
　　　　　　　　 て盛り上げるため、 昨年１２月１日全く新しい
　　　　　　　　 地方公共団体として、  関西広域連合が誕生致
　　　　　　　　 しました。 
　　　　　　　　　しかし、奈良県は入っていません。 
　　　　　　　　　私たち、関西広域連合参加を検討する奈良　
　　　　　　　　県議会議員連盟は 県議会の中だけの議論では
なく、開かれた議論を行いたいと考え、 このたび初めての県民の
つどいを開催します。 
　共に議論し、新しい奈良を創りましょう。 
  　日時　2011 年 12 月 3 日（土）18:30 ～ （受付　１８：００～） 
  　場所　奈良県文化会館　小ホール 
  　参加費 無料 　定員３００名

第１部　基調講演 　片山　善博氏　元総務大臣
　　　　　テーマ ｢国の出先機関の 丸ごと移管について｣ 
第２部　意見交換会　パネラーとのディスカッション
　　　　　　　　　　　　　　＆参加のみなさまと意見交換
　　　パネラー　片山善博氏 ・元総務大臣 
　　　　　　　　秋山喜久氏・関西広域連合協議会 会長 
　　　　　　　　山本浩之氏・アナウンサー 

　　　　　　　　 
主催　関西広域連合参加を検討する奈良県議会議員連盟 
問い合わせ：奈良県議会事務局　調査課　0742-27-8964 

　『関西広域連合』への参加を考える第１回県民の つどい　　関西から新しい時代を創る！

高柳忠夫県議会議員

片山氏 秋山氏 山本氏
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11 月 12 日柿の里めぐりと一言主神社を訪ねる
「
柿
の
里
め
ぐ
り
」
に
参
加
し
て

　

前
の
「
桃
ツ
ア
ー
」
が
よ
か
っ
た
の
で
、
今
回

の
「
柿
ツ
ア
ー
」
に
は
妻
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

吉
野
の
お
い
し
い
大
き
な
柿
に
び
っ
く
り
し
、

Ｊ
Ａ
西
吉
野
の
Ｉ
Ｔ
梱
包
は
感
激
し
ま
し
た
。
柿

博
物
館
で
は
柿
の
研
究
が
さ
れ
て
い
て
、
柿
の
種

類
が
こ
ん
な
に
あ
る
ん
で
す
ね
。

「
葛
城
一
言
主
神
社
」
で
は
樹
齢
１
２
０
０
年
以

上
の
乳
頭
イ
チ
ョ
ウ
、
蜘
蛛
塚
、
至
福
の
像
な
ど

歴
史
を
感
じ
、
古
代
の
雰
囲
気
に
ひ
た
り
、
つ
い

生
駒
の
神
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
非
常
に
楽
し

く
、
有
意
義
な
一
日
に
な
り
、
当
分
柿
三
昧
が
続

き
そ
う
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俵
口
町　

国
沢

１３年連続で自殺者が３万人を超えるこの国には、何が足りな
いのか。自殺予防に係る奈良県委託事業として、阪神タイガー
スのバッテリーコーチとして優勝に導いた達川光男さんの講演
会～あきらめない生き方～が 12 月 11 日 ( 日 ) 午後 1 時から生
駒市中央公民館大ホールにて開催されます。入場無料　どなた
でもご参加できます。当日限定 10 個サインボールプレゼント！  
問い合わせは　社団法人 座 - くら -

奈良ダルク研修センター　TEL0745-22-0207

御
所
市
一
言
主
神
社

西
吉
野
の
柿
博
物
館

東
北
支
援
は
こ
れ
か
ら
！

冬
を
迎
え
る

　
被
災
地
仙
台
七
ヶ
浜

七ヶ浜ボランティアセンターには愛媛・京都・奈良から 130 人が参加冬の準備をする仮設住宅

新築の基礎だけ残った跡地の清掃

住宅跡にはガラス・陶器のかけら

津波避難場所 140m の看板

七ヶ浜に線香をあげる

　　　達川光男さんの講演会

～あきらめない生き方～

台 風 １ ２ 号により被害を受け
た南部地域の早期復興を図るた
め、南部地域での宿泊を伴う会議
等の開催に対し、50万円を上限と
する補助金や南部地域復興支援プ
レミアム宿泊旅行券１枚 8000 円
額面 10000 円・販売場所は県庁
地下売店、発行数 5,000 枚に達
し次第販売終了となりますので、
詳しくは県に確認してください。

　

11
月
21
日
か
ら
24
日
の
日
程
で
宮
城
県
を
訪
れ
、
初
め
に
、

仙
台
弁
護
士
会
か
ら
「
生
活
や
生
業
の
再
建
の
た
め
の
十
分
な

救
済
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
復
興
の
名
の
も
と
に
開
発
事
業
だ

け
が
独
り
歩
き
を
し
な
よ
う
に
、
復
興
計
画
は
、
生
活
・
労
働

機
会
の
復
興
を
目
的
に
す
る
「
人
間
の
復
興
」
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
の
震
災
復
興
支
援
活
動
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

22
日
は
、
松
島
の
西
側
に
位
置
す
る
七
ヶ
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
参
加
し
、
基
礎
だ
け
が
残
っ
て
い
る
敷
地
内
の
ガ

ラ
ス
片
・
割
れ
た
陶
器
や
瓦
の
多
さ
に
津
波
の
激
し
さ
を
想
像

し
な
が
ら
の
清
掃
を
行
う
。

　

23
日
は
、
石
巻
専
修
大
学
内
で
拠
点
を
置
い
て
い
る
一
般
社

団
法
人
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
で
は
、
連
日
千
人
を
超
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
す
る
た
め
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
支
援
を
重
複
な
く
実
施
す
る
た
め
に
は
調
整
機
関
は
必
須

で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
へ
の
支
援
を
最
大
限
に
す
る
た
め
の
必

要
性
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
組
織
と
し
て
生
ま
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

次
に
石
巻
市
職
員
労
働
組
合
と
の
交
流
、
津
波
で
す
べ
て
を

失
っ
た
保
育
所
の
職
員
か
ら
、
職
員
が
津
波
に
の
ま
れ

流
さ
れ
な
が
ら
も
園
児
全
員
を
避
難
さ
せ
、
全
員
保
護

者
の
も
と
へ
帰
っ
た
の
は
5
日
後
、「
こ
の
状
況
を
乗

り
越
え
ら
れ
た
の
は
、
職
員
間
の
絆
」
と
最
後
に
訴
え

て
い
ま
し
た
。

高柳
レポート


